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消防団の一斉放水
　琴浦町消防団の出初式が１月８日に行われ、町内10の消防団
が参加し、防災への気持ちを新たにしました。その後下伊勢堤で
10分団による一斉放水を行い、水面に虹が浮かぶなど天候に恵
まれた中、すがすがしい仕事始めとなりました。　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　（関連記事　９ページ）
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完成前のこども園を見学
1月18日、八橋幼稚園の園児が完成前のこども園を見学に訪れた。

　

今
年
４
月
に
、
幼
稚
園
と
保
育
園
の
両
方
の
機
能
と

子
育
て
支
援
機
能
を
あ
わ
せ
持
つ
「
や
ば
せ
こ
ど
も
園
」

が
田
越
地
内
に
開
園
し
ま
す
。

　

就
学
前
教
育
・
保
育
並
び
に
地
域
の
子
育
て
を

総
合
的
、
一
体
的
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
保
護
者
の
利
便
性

や
子
育
て
へ
の
意
欲
向
上
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

・
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
を
大
切
に
し
、

　
　

生
き
る
力
の
素
地
を
育
む

・
保
護
者
・
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
、

　
　

愛
さ
れ
る
こ
ど
も
園
を
め
ざ
す

や
ば
せ
こ
ど
も
園
の
理
念

H24.2.1 �



　

や
ば
せ
こ
ど
も
園
の
開
園
に
向

け
て
、幼
児
教
育
・
保
育
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
な
ど
を
定
め
た
指
導
計
画
な

ど
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
指
導
計
画
は
、
保
育
所
保

育
指
針
に
基
づ
く
保
育
に
幼
稚
園

教
育
要
領
に
基
づ
く
幼
児
教
育
の

内
容
を
盛
り
込
ん
だ
内
容
と
な
る

予
定
で
す
。

　

０
歳
児
か
ら
２
歳
児
ま
で
の
子

ど
も
に
は
、
養
護
を
中
心
と
し
た

保
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
ま
た
、
３

歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
の
子
ど
も

に
は
、
養
護
を
土
台
と
し
な
が
ら

教
育
機
能
を
重
視
し
た
幼
児
教
育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
り
、「
健
康
」

「
人
間
関
係
」「
環
境
」「
言
葉
」「
表

現
」
の
５
つ
の
領
域
の
ね
ら
い
が

身
に
つ
く
よ
う
、計
画
的
な
保
育
・

就
学
前
教
育
を
行
い
ま
す
。

運動場

畑

砂場

プール

駐車場園舎

どろんこ遊び場など

　

幼
児
期
か
ら
小
学
校
段
階
の
義

務
教
育
に
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き

る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
行
わ

れ
る
教
育
の
こ
と
を
就
学
前
教
育

と
い
い
ま
す
。

　

琴
浦
町
で
は
、「
琴
浦
町 

幼
児

期
か
ら
の
学
び
の
基
礎
を
育
む
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
に
基
づ
き
、
年
齢
別

保
育
・
教
育
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
幼
稚
園
・
保
育
園
で
は
、

ス
ピ
ー
ド
・
リ
ズ
ム
・
タ
イ
ミ
ン

グ
を
取
り
い
れ
た
脳
ト
レ
遊
び
を

実
施
し
て
、
脳
の
活
性
化
に
よ
り

保
育
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

脳
ト
レ
遊
び
は
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
「
瞬
間
的
に
物
事
を
判

断
す
る
集
中
力
」、「
や
れ
ば
で
き

る
自
信
」、「
自
己
肯
定
感
」
な
ど

の
力
に
つ
な
が
り
、
い
き
い
き
と

し
た
幼
稚
園
・
保
育
園
生
活
を
過

ご
し
、
小
学
校
の
生
活
・
学
習
に

ス
ム
ー
ズ
に
馴
染
め
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。

　

や
ば
せ
こ
ど
も
園
に
お
い
て

も
、
同
様
の
就
学
前
教
育
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
充
実

し
た
取
組
み
を
行
い
ま
す
。

幼
児
教
育
・保
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

琴
浦
町
の
就
学
前
教
育

子育て支援センター
を併設

 やばせこども園には子
育て支援センターを開
設します。屋内外での
遊びや季節行事、子育
て相談や情報提供を行
いながら、入園前の親
子の交流の場、親子の
仲間づくりの場を提供
していきます。

2月の完成をめざして工事が進められている。
（写真上）建設中の玄関前園舎。
（写真下）�子どもたちの遊び場となる園庭の

一角の様子。

園舎の見取り図

遊戯室
調理室

中庭

職員室

子育て支援センター
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時間
０・１・２歳児
（長時間部）

３・４・５歳児
長時間部 短時間部

7:15

8:15

8:30

11:00

12:30

15:00

16:00

16:30

18:45

随時登園
・持ち物を片付ける
・好きな遊びをする

随時登園
・持ち物を片付ける
・好きな遊びをする

緊急時預
かり保育

登　園
・持ち物を片付ける

（健康視診）
保育カリキュラムによる活動
・先生や友だちと遊ぶ
・おやつを食べる　　など

・給食を食べる
・片付け、歯磨きをする

・着替える
・昼寝をする

・着替える
・おやつを食べる
・自分の持ち物を片付ける

随時降園

（健康視診）
幼児教育カリキュラムによる活動
・クラスの友だちと遊ぶ
・異年齢の友だちと遊ぶ
・自然とふれあう(園外保育等)
・地域の人と一緒に遊ぶ　　など

・給食の準備をする
・給食を食べる
・片付け、歯磨きをする

・昼寝や休息をする
　（年齢や季節に応じて昼寝をする）

・片付けをする
・おやつを食べる
・自分の持ち物を片付ける

随時降園

全員降園

短
時
間
部
の
子
ど
も
も
長
時
間
部
の
子
ど
も
も
同
じ
部
屋
で
同
じ
保
育
を
受
け
ま
す

やばせこども園の生活の流れ

緊急時預
かり保育

降　園
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保
育
料
は
、
入
所
児
童
の
父
母
の
前

年
所
得
税
の
合
計
額
に
よ
り
決
定
し
ま

す
。
前
年
所
得
税
が
０
円
の
場
合
は
、

前
年
度
住
民
税
が
課
税
か
非
課
税
か
に

よ
り
決
定
し
ま
す
（
入
所
児
童
を
父
母

以
外
が
扶
養
し
て
い
る
場
合
な
ど
は
、

そ
の
扶
養
者
の
税
額
も
保
育
料
算
定
に

加
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

　

た
だ
し
、前
年
所
得
税
に
つ
い
て
は
、

税
制
改
正
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
年
少
扶

養
控
除
（
０
歳
～
15
歳
）
と
特
定
扶
養

控
除
（
16
歳
～
18
歳
）
の
上
乗
せ
部
分

に
つ
い
て
、
廃
止
に
よ
る
保
育
料
へ
の

影
響
（
負
担
増
）
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ

う
、
引
き
続
き
扶
養
控
除
が
あ
る
も
の

と
し
て
税
制
改
正
前
の
税
額
を
再
計
算

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

扶
養
状
況
の
確
認
の
た
め
の
書
類
提

出
を
求
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
育
料
の
決
定
方
法

…………………………………………………………………

預かり時間 休　業　日

長時間部 7：15～18：45 日曜日、祝日、年末年始

短時間部 8：15～16：30 土・日曜日、祝日、年末年始

緊 急 時
預かり保育

・平日の7：15～8：15、16：30～18：45
・土曜日

　

現
在
の
八
橋
保
育
園
は
、
昭
和
55
年
に
今

の
場
所
に
移
転
し
、
約
30
年
の
歴
史
を
持
つ
施

設
と
な
り
ま
す
。
今
ま
で
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
卒
園
し
、
今
で
は
そ
の
卒
園
し
た
子
が
保

護
者
と
な
り
保
育
園
を
利
用
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
よ
り
保
育
園
と
幼
稚
園
を
統

合
し
た
「
や
ば
せ
こ
ど
も
園
」
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
か
ら
新
た
に
通
う
こ
と
と
な
る
こ
の
園
も
長
く

親
し
み
の
わ
く
園
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま

す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、保
護
者
と
し
て
関
心
を
持
ち
、

園
を
利
用
す
る
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
、
ま
た
、

お
世
話
に
な
る
先
生
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
こ
れ
ま

で
以
上
の
関
わ
り
を
持
っ
て
、
み
ん
な
で
よ
り
よ

い
園
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
し
い
場
所
に
移
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
は

少
し
戸
惑
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、広
い
園
庭
で
走

り
回
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

や
ば
せ
こ
ど
も
園
に
期
待
す
る
こ
と

所得区分

保育料（月額） 緊急時預かり
保育料（日額）

3歳未満児
3歳以上児

長時間部 短時間部 平 日 平日以外

1 生活保護世帯 0円 0円 0円 0円 0円

2 町
民
税

非課税 6,300円 3,700円 2,600円 200円 300円

3 課　税 15,000円 12,000円 8,400円

300円 500円4-1

所
得
税

20,000円未満 23,000円 20,000円 14,000円

4-2 20,000円以上
40,000円未満 25,000円 21,000円 14,700円

5-1 20,000円以上
71,500円未満 34,000円 25,000円 17,500円

400円 600円

5-2 71,500円以上
103,000円未満 36,000円 26,000円 18,200円

6-1 103,000円以上
258,000円未満 41,000円 30,000円 21,000円

6-2 258,000円以上
413,000円未満 46,000円 33,000円 23,100円

7 413,000円以上
734,000円未満 50,000円 37,000円 25,900円

8 734,000円以上 52,000円 39,000円 27,300円

■保育料は、平成23年分の所得税などによって次のとおり決定されます。
■同じ世帯の兄弟姉妹が町内保育園などに同時入園する場合、2人目は半額となります。
■第3子以降の保育料は、原則無料となります。
■�短時間部の子どもで、特別な事情により預かりが必要な時は、緊急時預かり保育料
が必要となります。

※3歳未満児及び長時間部の保育料は、保育園の保育料と同額です。

平成24年度の保育料（予定）一覧

　やばせこども園での子どもの預かり時間に
は、従来の保育園を基本とした長時間部のほか
に、これまでの幼稚園を基本とした短時間部が
あります。
　３歳未満児は長時間部を、３歳以上児は長時
間部か短時間部のどちらかを選択することがで
きます。
　園では子どもたちはその区分によらず一緒に
活動します。年齢や発達に応じ、計画的な遊び
を通じた活動や食事をともにします。

長時間部と短時間部の保育時間
　短時間部では、保護者の必要に応じて延長し
て子どもを預かる「緊急時預かり保育」がありま
す。平日の通常預かり時間外や土曜日に子ども
を預けたいときなどにご利用になれます。

長時間部と短時間部

八橋保育園保護者会会長

鍛川　智哉さん
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確
定
申
告
は
、昨
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
１
年
間
の
所
得
や
税
額
を
申
告
し
、納
税
す
る
も
の
で
す
。 

　

町
で
は
、
今
月
上
旬
に
地
域
ご
と
に
申
告
日
を
指
定
し
た
案
内
状
を
事
業
者
の
方
へ
送
付
し
ま
す
。
で

き
る
だ
け
指
定
の
日
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 　

　

ま
た
案
内
が
な
い
場
合
で
も
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
確
定
申
告
が
必
要
な
人
は
、
な
る
べ
く
早
め
に
申
告
を

済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。  

・
印
鑑

・
所
得
金
額
が
確
定
で
き
る
も
の

・
年
間
収
支
の
わ
か
る
帳
簿
書
類
（
農
業
な
ど
）

・�

事
業
所
得
の
あ
る
人
は
、
一
年
間
の
取
引
を
記

録
し
た
帳
簿
、
請
求
書
や
領
収
書
な
ど

・�

給
与
や
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
る
人
は
、
源
泉

徴
収
票

・�

不
動
産
所
得
の
あ
る
人
は
、
固
定
資
産
税
の
課

税
明
細
書

・�

納
税
や
還
付
金
の
受
け
取
り
を
口
座
振
替
と
す

る
人
は
、
本
人
名
義
の
口
座
番
号

　

こ
の
ほ
か
、受
け
よ
う
と
す
る
控
除
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
必
要
で
す
。

●
社
会
保
険
料
控
除

・
国
民
健
康
保
険
税
の
支
払
額
が
分
か
る
も
の

・
国
民
年
金
の
保
険
料
控
除
証
明
書

●
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

・
土
地
や
家
屋
の
登
記
簿
謄
本

・
住
民
票
の
写
し

・
取
得
価
格
が
わ
か
る
売
買
契
約
書

・�

住
宅
な
ど
の
所
得
に
か
か
る
借
入
金
の
年
末
残

高
証
明
書

・
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
額
の
計
算
明
細
書

●
雑
損
控
除

・
被
害
を
受
け
た
住
宅
や
家
財
な
ど
の
明
細
書

●
医
療
費
控
除

・
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書

・
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額
の
証
明
書

・�

寝
た
き
り
の
場
合
な
ど
は
、
医
師
の
証
明
書
と

オ
ム
ツ
代
な
ど
の
領
収
書

・
介
護
保
険
利
用
料
の
専
用
領
収
書

●
生
命
保
険
料
・
損
害
保
険
料
控
除

・
保
険
料
支
払
証
明
書

●
配
偶
者
特
別
控
除

・�

配
偶
者
の
一
年
間
の
収
入
が
分
か
る
源
泉
徴
収

票
な
ど

●
障
害
者
控
除

・�

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
（
要
介
護
認
定
者
の
障

害
者
控
除
に
つ
い
て
は
町
長
の
証
明
書
）

　

つ
ぎ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
確
定

申
告
を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所

得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。 

・
住
宅
な
ど
を
ロ
ー
ン
で
取
得
し
た 

・
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た 

・�

火
災
や
風
水
害
、
盗
難
な
ど
の
被

害
を
受
け
た 

・
国
や
地
方
公
共
団
体
に
寄
付
を
し
た 

・�

年
の
途
中
で
退
職
し
、
年
末
調
整

を
受
け
な
か
っ
た

・�

年
金
か
ら
の
源
泉
徴
収
が
あ
る

が
、
扶
養
控
除
を
届
け
て
い
な
い  

　　

こ
の
還
付
の
申
告
は
、
す
で
に
税

務
署
で
受
付
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

　

く
わ
し
く
は
役
場
税
務
課
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

・�

農
業
や
商
業
な
ど
に
よ
る
事
業
所

得
や
土
地
代
、
家
賃
な
ど
の
不
動

産
所
得
、
年
金
に
か
か
る
雑
所
得

な
ど
が
あ
り
、
一
年
間
の
所
得
金

額
の
合
計
が
、
所
得
控
除
合
計
額

を
超
え
る
人　
　

・�

年
収
が
２
千
万
円
を
超
え
る
人 

・�

給
与
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
が

20
万
円
を
超
え
て
い
る
人 

・�
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て

い
る
人
で
、
合
算
し
た
年
末
調
整

を
し
て
な
い
人 

・�

同
族
会
社
の
役
員
な
ど
で
、
そ
の

法
人
か
ら
利
子
収
入
や
不
動
産
収

入
を
得
て
い
る
人 

・�

源
泉
徴
収
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い

な
い
給
与
を
受
け
て
い
る
人 

▼
確
定
申
告
を
す
る
と
税
金
が
戻
る
人

▼
確
定
申
告
に
必
要
な
も
の

▼
確
定
申
告
が
必
要
な
人

　
　
　
　

●
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
る
人

正
し
い
申
告
と
納
税
は
期
限
内
に

２
╱
16
～
３
╱
15（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時 

【
赤
碕
地
区
】　

役
場
分
庁
舎
３
階
会
議
室

【
東
伯
地
区
】�　

ま
な
び
タ
ウ
ン
と
う
は
く
５
階

　
　
　
　
　
　

第
１
展
示
ホ
ー
ル

期
間

会
場
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　住民税の住宅ローン控除は、所得税の住宅借入
金等特別控除（住宅ローン控除）に控除しきれな
い額が生じた場合、その控除しきれない額を住民
税から控除するものです。
　退職所得、山林所得、平均課税の適用がある場
合などで、住民税の住宅ローン控除申告書を提出
したほうが控除額が多くなる場合は、これまでと
同様に住所地の市町村に申告書を提出して控除の
適用を受けることができます。
　住民税の住宅ローン控除申告書の提出期限は毎
年３月15日です。申告書が必要な方は税務課へご
連絡ください。
●対象者
　所得税の住宅ローン控除を受けた方で、所得税
から控除しきれなかった金額があり、つぎのいず
れかに該当する方
　①平成11年から平成18年までの入居者
　②平成21年から平成25年までの入居者

住民税の住宅ローン控除

　町では、パソコンによる確定申告書の作成など、
電子申告のサポートを行います。（事前申込要）
会場と日時
【役場本庁舎・分庁舎】
　２月１日（水）～15日（水）9：00～16：00
【�役場分庁舎・まなびタウンとうはく５階
　第１展示ホール】
　２月16日（木）～３月15日（木）9：00～16：00
＊�電子申告には住民基本台帳カードが必要です。
このカードは役場町民生活課に申請のうえ、取
得することができます。
住民基本台帳カード取得に関する問合せ先
　　　　　　　　町民生活課　 　52－1704

電子申告のサポート

　確定申告の期間中は混雑が予想されることから、
事前に申告相談を受け付けます。（事前申込要）
と　き　２月１日（水）～13日（月）
　　　　９：00～16：00
ところ　役場本庁舎第2会議室
申込・問合せ先　税務課　 　52－1702

申告相談　2月1日から受付

所得税について
●パート収入は通常、給与所得になります。
　�　年収が103万円以下の場合には、給与所得控
除額（最低65万円）を差し引いた額が基礎控除
の額（38万円）以下となり、所得税はかかりま
せん。
　　また、配偶者控除を受けることもできます。
●�内職の「収入」から「必要経費」を差し引いた

残りが事業所得や雑所得となります。
　�　ただし、家庭内労働者・外交員・集金人・電
力計量の検針人など、特定の業務に対して継続
的に労務を提供する人の場合は、収入金額内で
必要経費として上限65万円を差し引くことがで
きます。
　�　このため、収入が内職だけでその年収が103
万円以下の場合、所得税はかからず、配偶者控
除を受けることもできます。

住民税について
　パートや内職などの年収が93万円以下の場合
は、給与所得・事業所得・雑所得の金額が住民税
の非課税限度額以下となるため、住民税はかかり
ません。

所得がなくても住民税申告が必要です
　平成23年中に所得のなかった人でも、公営住
宅や保育園、年金、国民健康保険税、子ども手当
など、各種手続きには税務証明書の添付が必要で
す。証明書の交付を受けるためにも、必ず申告を
しておきましょう。
　申告の対象は今年１月１日現在町内にお住まい
の方です。ただし、つぎの①～③に該当する人は
除かれます。
①所得税の確定申告をした人
②給与収入のみで、給与支払報告書が提出された人
③公的年金等のみで、所得控除などに変更がない人

パ ー ト や
内職の収入

配偶者控除が
自分自身に

所得税が 住民税が

93万円以下

受けられる かからない

かからない

93万円超
103万円以下 かかる

103万円超 受けられない かかる

パートや内職などの収入と税
パートなどの収入と課税の関係

� ことうら 2012.2



　
　

�　
　盛大に新年を祝う

平成24年新年祝賀互礼会・町条例表彰

祝賀会では琴と尺八の風流な音色が華をそえた

　

財
賀　

久   

（
出
上
）

　

佐
伯
知
也   

（
出
上
）

【
善
行
表
彰
】

部
落
役
員

　

田
中
健
文   

（
赤
碕
）

　

酒
林
貞
長   

（
赤
碕
）

　

藤
本
則
明   

（
逢
束
）

国
保
運
営
協
議
会

　

石
賀
昭
一   

（
尾
張
）

保
護
司

　

中
村
清
子   

（
八
幡
）

人
権･

同
和
教
育
推
進
員

　

吉
田
正
毅   

（
浦
安
）

町
内
企
業
勤
続
三
十
年
以
上

　

大
谷
廣
美   

（
赤
碕
）

　

石
田
範
之   

（
徳
万
）

　

朝
倉
武
寿   

（
山
田
）

　

古
山
幸
博   

（
杉
地
）

　

岩
本
一
俊   

（
下
伊
勢
）

　

中
本
和
恵   

（
上
伊
勢
）

　

山
下
俊
夫   

（���

西
伯
郡
大
山
町
）

　

岸
本
国
彦   

（
別
所
）

　

西
本
真
喜
子
（
美
好
）

　

西
本
美
貴
江
（
浦
安
）

　

門
木
敦
夫   

（
倉
吉
市
）

町
体
育
協
会
功
労
表
彰
受
賞　

　

竹
中
勝
利   

（
三
保
）

郡
体
育
協
会
功
労
表
彰
受
賞　

　

山
本
幸
子   

（
下
伊
勢
）

体
育
振
興

　

前
田
祐
也   

（
八
幡
）

ふ
る
さ
と
未
来
夢
寄
附
金

　

佐
伯
紘
史   

（
東
京
都
）

　

湯
ノ
上
光
昭
（
東
京
都
）

　

髙
山
あ
や
み
（
大
阪
府
）

　

中
原　

聰   

（
兵
庫
県
）

【
団
体
表
彰
】

芸
能
文
化
振
興

　

友
会
（
隠
岐
俊
作
代
表
）　

町
へ
寄
付
金

　
（
株
）�

ヘ
イ
セ
イ

【
賀
詞
の
贈
呈
】

旭
日
双
光
章

　

井
上
耐
子
（
宮
木
）

瑞
宝
双
光
章

　

金
谷　

巖
（
八
橋
）

瑞
宝
単
光
章

　

吉
野
齊ま
さ
た
か隼
（
赤
碕
）

緑
綬
褒
章

　

菖
蒲
会
（
盛
山
み
ど
り
会
長
）

藍
綬
褒
章

　

豊
嶋
文
江
（
光
）

緑
白
綬
有
功
章

　

高
塚
憲
雄
（
箆
津
）

【
功
労
表
彰
】

農
業
委
員

　

福
田
昌
治   

（
箆
津
）

　

藤
吉
和
政   

（
浦
安
）

　

語
堂
一
幸   
（
上
伊
勢
）

ふ
る
さ
と
未
来
夢
寄
附
金

　

松
本
有
平   

（
東
京
都
）

　

井
上
貴
子   

（
福
岡
県
）

　

森　
　

満   

（
兵
庫
県
）

消
防
団
員

　

宮
本
浩
一   

（
出
上
）

　

岸
本
哲
史   

（
出
上
）

こ
ゆ
う
か
い

こ
ゆ
う
か
い

　

琴
浦
町
新
年
祝
賀
互
礼
会
と
町
条
例
に
基
づ
く
第

７
回
表
彰
式
を
１
月
２
日
、
ス
イ
ン
グ
パ
レ
ス
で
行

い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
お
よ
そ
２
０
０
人
が
参
加
し
、
新
年
を
祝

う
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、会
は
進
み
ま
し
た
。

　

会
で
は
、昨
年
に
叙
勲
ま
た
は
褒
章
を
受
章
さ
れ

た
６
人
に
山
下
町
長
か
ら
賀
詞
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
町
条
例
に
基
づ
く
表
彰
を
行
い
、
10
人

に
功
労
表
彰
、
24
人
に
善
行
表
彰
、
２
団
体
に
団
体

表
彰
を
贈
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
祝
賀
会
で
は
、
今
回
団
体
表
彰
を
受
け
ら
れ

た「

友
会
」
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
琴
と
尺
八
の
演
奏

が
披
露
さ
れ
、新
春
に
ふ
さ
わ
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

賀
詞
の
贈
呈
及
び
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
個
人
・
団

体
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

受
賞
者
紹
介

　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）
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気
の
あ
る
琴
浦
町
を
作
り
上
げ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と

あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
、
町
消
防
団
の
門
脇
団

長
が
「
我
々
防
災
に
携
わ
る
者
に

想
定
外
は
な
い
。
訓
練
を
行
う
う

え
で
は
、
そ
の
時
そ
の
時
の
最
善

の
対
応
、
行
動
が
で
き
る
技
量
を

身
に
つ
け
て
、
ま
ず
自
分
の
身
を

守
り
な
が
ら
住
民
の
生
命
、
財
産

を
守
っ
て
ほ
し
い
」
と
訓
示
し
ま

し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
下
伊
勢
堤
に
お

い
て
無
火
災
を
願
い
、
消
防
ポ
ン

プ
車
10
台
に
よ
る
一
斉
放
水
を
行

い
ま
し
た
。

　　

日
ご
ろ
の
活
動
が
た
た
え
ら

れ
、
23
人
の
消
防
団
員
が
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
み
な
さ
ん

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

※�

（　

）
内
は
在
籍
分
団
、
昨
年

の
役
職
名
（
敬
称
略
） 

【
町
長
表
彰
】

　

功
績
章

　
　

田
鍬
裕
司
（
８
・
副
分
団
長
）

　
　

大
本
恭
二
（
８
・
班
長
）

　
　

山
本
進
一
（
１
・
団
員
）

　
　

佐
伯　

保
（
９
・
団
員
）

　

勤
続
章

　
　

藤
原
繁
行
（
４
・
副
分
団
長
）

　
　

横
山
勝
彦
（
５
・
班
長
）

　
　

永
禮
通
暁
（
２
・
団
員
）

　
　

廣
谷
哲
生
（
４
・
団
員
）

　
　

大
島
浩
朗
（
９
・
団
員
）

　
　

岸
本
和
博
（
９
・
団
員
）

【
団
長
表
彰
】

　

精
勤
章

　
　

前
田
聡
志
（
６
・
班
長
）

　
　

三
村
明
史
（
１
・
団
員
）

　
　

倉
光　

暁
（
４
・
団
員
）

　
　

山
根　

真
（
６
・
団
員
）

　
　

高
尾
修
治
（
７
・
団
員
）

　
　

光
本
朋
広
（
７
・
団
員
）

　
　

中
本
茂
幸
（
10
・
団
員
）

　

琴
浦
町
消
防
出
初
式
を
１
月
８

日
、
東
伯
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

で
開
き
ま
し
た
。

　

来
賓
の
方
々
が
見
守
る
中
、
指

揮
者
の
号
令
の
も
と
、
分
列
行
進

や
消
防
ポ
ン
プ
車
の
点
検
を
規
律

正
し
く
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
町
長
が
「
地
域
の

安
心
・
安
全
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

求
め
ら
れ
て
い
る
。
消
防
団
が
果

た
す
新
た
な
役
割
も
増
え
て
お

り
、
多
様
な
組
織
と
連
携
し
て
元

【
東
伯
郡
消
防
協
会
長
表
彰
】

　

功
績
章

　
　

谷
本
憲
明
（
10
・
分
団
長
）

　
　

河
上
輝
巳
（
10
・
副
分
団
長
）

　
　

赤
坂
昌
寿
（
10
・
班
長
）

　
　

横
山
弘
一
（
５
・
班
長
）

　

勤
続
章

　
　

宮
川
祐
一
（
２
・
分
団
長
）

　
　

井
上
英
之
（
10
・
団
員
）

　

保
護
司
の
中
井
く
み
こ
さ
ん

が
退
任
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

村
上
隆
さ
ん
（
竹
内
）
が
後
任

と
し
て
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
ま
し
た
。

　

村
上
さ
ん
は
「
今
ま
で
お
世

話
に
な
っ
た
地
域
に
恩
返
し
す

る
つ
も
り
で
職
務
に
務
め
て
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

保
護
司
は
地
域
の
犯
罪
や
非

行
の
防
止
、
ま
た
保
護
観
察
な

ど
に
就
い
て
刑
務
所
や
少
年
院

な
ど
を
出
所
し
た
人
の
社
会
復

帰
を
支
援
す
る
民
間
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。

　

こ
う
し
た
保
護
司
の
活
動

に
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
よ
り
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

新
し
い
保
護
司
に
村
上
隆
さ
ん

平
成
24
年
消
防
表
彰

規律正しく分列行進を行う消防団員

１
年
間
の
無
火
災
・
無
災
害
を
願
っ
て
思
い
新
た
に

消
防
出
初
式
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八　橋　地　区
八橋１区代表区長 山　内　　　茂
八 橋 １ 区 東 林　原　　　順
　 〃 　 中 石　賀　暢　高
　 〃 　 西 灘　尾　修　作
八 橋 ２ 区 米　田　　　隆
八 橋 ３ 区 若　原　敬　正
八 橋 ４ 区 澤　　　泰治郎
八 橋 ５ 区 西　中　哲　夫
八 橋 ６ 区 菊　本　　　誠
八 橋 ７ 区 住　田　満　雄
岩 本 天　野　寿　秋
笠 見 戸　田　淳　照
田 越 中　本　敏　博
保 大 区 長 足　達　泰　久
保 １ 区 小　倉　哲　登
保 ２ 区 桑　本　修　治
保 ３ 区 足　達　　　真
丸 尾 丸　本　正　一
徳 万 区 松　田　俊　慈
大 成 押　本　政　朗
一 里 松 川　崎　輝　明
寿 団 地 村　岡　敏　子
コーポラスことうら 矢　木　　　充
立 石 区 内　海　正　男
ガーデンヒルズ 森　本　秀　夫
大 灘 団 地 鎌　谷　　　悟
み ど り 園 尾　古　俊　文
特 老 み ど り 園 押　本　米　子
とうはくハイツ 倉　光　英　喜

浦　安　地　区
逢 束 大 区 長 山　田　和　夫
逢 束 １ 区 坂　田　英　司
逢 束 ２ 区 天　野　勝　彦
逢 束 ３ 区 山　村　鉄　郎
逢 束 ４ 区 勝　見　将　彦
逢 束 ５ 区 松　本　一　郎
逢 束 ６ 区 大　下　義　光
逢 束 ７ 区 山　本　富士雄
浦 安 大 区 長 山　崎　芳　一
浦 安 １ 区 染　川　　　衛
浦 安 2 ・ 3 区 茶　山　　　康
浦 安 ４ 区 奥　田　頼　幸
浦 安 ５ 区 坂　西　　　進
浦 安 ６ 区 藤　野　悦　郎
浦 安 ７ 区 吉　岡　悦　男
浦 安 ８ 区 竹　中　　　茂
浦 安 ９ 区 吉　田　一　男
浦　安　10　区 倉　光　公　治
浦　安　11　区 今　井　敬　拡
下 伊 勢 東 伊　藤　　　喬
下伊勢西大区長 杉　本　三樹夫
下 伊 勢 西 １ 区 福　本　まり子
下 伊 勢 西 ２ 区 谷　田　　　哲
下 伊 勢 西 ３ 区 石　前　　　裕
下 伊 勢 西 ４ 区 桑　村　清　子
上 伊 勢 上　田　公　蓮
町住上伊勢団地 横　山　仁　志

中 尾 森　下　聖　徳
伊 勢 野 米　村　勝　利
槻 下 大 区 長 盛　山　　　明
西 山 山　崎　　　徹
斉 尾 山　﨑　忠　雄
二 軒 屋 坂　本　頼　孝
槻 下 １ 区 山　﨑　真　治
槻 下 ２ 区 新　田　朗　尚
槻 下 ３ 区 盛　山　哲　徳
斉 尾 団 地 坂　本　文　正
槻 下 北 団 地 高　塚　博　徳
槻 下 南 団 地 後　藤　小百合
金 屋 中　原　康　昌

下　郷　地　区
下 大 江 三　谷　博　徳
松 井 田　口　弘　文
杉 下 手　嶋　洋　暁
平 和 青　亀　壽　宏
森 藤 陰　山　寿　重
上 光 好 前　田　和　彦
下 光 好 三　浦　　　稔
上 釛 大　本　義　雄

釛 倉　光　雅　弘
美 好 西　本　文　男
三 保 中　川　寿　男
倉 坂 松　本　清　志

上　郷　地　区
公 文 桑　本　　　宏
山 田 平　野　佳　延
大 杉 手　嶋　真　顕
福 永 倉　本　康　秀
野 田 久　米　繁　好

古 布 庄 地 区
野 井 倉 川　崎　一　馬
中 津 原 高　野　　　貢
上 三 本 杉 正　木　洋　一
下 三 本 杉 高　野　英　明
別 宮 徳　丸　　　均
古 長 生　田　英　樹
矢 下 小　谷　和　則
八 反 田 生　田　和　幸
宮 場 池　口　正　彦
上 法 万 横　山　耕　治
下 法 万 小　畑　紀　雄
杉 地 古　山　幸　博

赤　碕　地　区
朝 日 町 岸　本　国　彦
別 所 入　江　政　満
朝 日 ヶ 丘 佐　伯　義　弘
亀 崎 町 入　江　　　茂
港 町 和　田　　　實
東 三 軒 屋 小　塩　久　志
三 軒 屋 八　軒　泰　則
塩 屋 町 塩　谷　信　彦
荒 神 町 岩　崎　政　雄
南 荒 神 町 谷　本　和　明
東 町 小　椋　照　義
仲 之 町 新　　　哲　広

本 町 畑　田　宥　博
西 仲 町 吉　田　宏　勝
西 町 中　西　鉄　夫
八 幡 町 林　原　久　男
地 蔵 町 小　谷　和　之
大 山 町 馬　野　勇一郎
牧 場 高　野　　　漁
西 地 蔵 町 小　松　一　雄
駅 前 通 り 吉　田　忠　男
花 見 町 浅　野　和　義
上 赤 碕 和　湯　敏　夫
松 ヶ 丘 舌　歯　信　夫
船 望 台 西　永　正　美
扇 町 森　田　和　実
き ら り 町 武　尾　美　則
き ら り 住 宅 桝　田　繁　人

成　美　地　区
南 出 上 佐　伯　知　也
出 上 １ 区 福　本　憲　幸
出 上 ２ 区 浅　田　清　成
出 上 ４ 区 浅　田　義　彰
出 上 ５ 区 澤　田　光　秋
出 上 ６ 区 前　田　茂　樹
東 山 区 森　　　信　美
桜 ヶ 丘 澤　田　明　則
東 桜 ヶ 丘 森　　　正　彦
上 野 澤　田　康　弘

緑 玉　木　　　輯
水 口 佐　伯　　 　勇
大 石 高　橋　廣　吉
今 在 家 田　中　公　一
分 乗 寺 池　信　善　議
佐 崎 乗　本　建　一
上 中 村 谷　口　　　朗
下 中 村 小　谷　知恵美
太 一 垣 足　立　康　一
国 主 足　立　潤一郎
城 山 高　力　清　孝

安　田　地　区
箆 津 高　塚　憲　雄
坂 ノ 上 松　本　高　邦
下 市 永　田　秀　勝
向 原 野間田　節　雄
湯 坂 高　塚　俊　蔵

光 手　嶋　清　司
尾 張 石　賀　　　隆
梅 田 谷　本　一　徳

以　西　地　区
竹 内 中　井　孝　行
赤 碕 金 屋 田　中　君　彦
宮 木 入　江　龍　平
大 熊 高　力　由紀子
国 実 前　田　直　樹
大 父 河　上　芳　明
平 田 ヶ 平 河　上　　　操
大 父 木 地 前　田　勝　義
山 川 高　力　　　弘
山 川 木 地 小　椋　康　広

１年間お世話になります　

平成24年　各部落区長のご紹介
（敬称略）
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保
険
料
の
納
付
は
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ

り
、
現
金
で
金
融
機
関
で
納
め
る

方
法
と
、口
座
振
替
が
あ
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
は
保
険
料
が
自
動
的

に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
の
で
、
金

融
機
関
に
行
く
手
間
も
省
け
、
納

め
忘
れ
も
な
く
便
利
で
す
。ま
た
、

通
常
の
振
替
日
は
翌
月
末
日
で
す

が
、
当
月
末
振
替
に
す
る
と
月
々

50
円
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

１
年
分
ま
た
は
半
年
分
ま
と
め

て
納
め
る
前
納
を
さ
れ
る
と
保
険

料
が
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
で
の
前
納
は

納
付
書(

現
金)

で
前
納
す
る
よ

り
割
引
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
１
年
分
の
保
険
料

で
比
べ
る
と
下
表
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
得
な
前
納
と
口

座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

①
納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、

②
通
帳
、
③
金
融
機
関
届
出
印
を

持
参
の
う
え
、
倉
吉
年
金
事
務
所

ま
た
は
金
融
機
関
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
で
の
平
成
24
年
度
分

１
年
前
納
（
４
月
～
９
月
分
の
半

年
前
納
も
含
む
）
の
申
し
込
み
締

切
日
は
、２
月
29
日
（
水
）
で
す
。

問
合
せ
先　

町
民
生
活
課

　
　
　
　
　

　
52
ー
１
７
０
７

保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利

お
得
な「
前
納
」で

口
座
振
替
・
前
納
の

申
込
方
法

納付方法 年間割引額 年間納付額

現金で毎月
納　　　付 ― 180,240円

現金で1年分
前　　　 納 3,200円 177,040円

口座振替で
１年分前納 3,780円 176,460円

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

　
　

お
得
な
口
座
振
替
と「
前
納
」で

大谷さん（写真上）と「ザ・ヒーリング」
の演奏（写真下）

　

本
町
で
認
知
症
の
取
組
み
を
始

め
て
か
ら
８
年
目
と
な
り
ま
し

た
。
取
組
み
を
通
し
て
、
私
た
ち

の
町
は
、
確
実
に
温
か
い
町
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

毎
年
、取
組
み
の
一
環
と
し
て
、

認
知
症
や
そ
れ
を
支
え
る
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
い
て
い
ま
す
。
今
回
は
体
験
発

表
と
あ
っ
た
か
コ
ン
サ
ー
ト
を
行

い
、
認
知
症
に
つ
い
て
み
な
さ
ん

と
一
緒
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
で
発
表
さ
れ

る
大
谷
さ
ん
は
、
認
知
症
の
取
組

み
の
先
進
地
と
し
て
有
名
な
福
岡

県
大
牟
田
市
で
、
大
牟
田
市
認
知

症
ケ
ア
研
究
会
の
代
表
を
務
め
、

全
国
各
地
で
講
演
活
動
を
さ
れ
て

い
ま
す
。

問�

合
せ
先　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
健
康
福
祉
課
内
）

　
　
　
　
　

　
52
ー
１
５
２
５

と　
　

き　

２
月
25
日
（
土
）　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

カ
ウ
ベ
ル
ホ
ー
ル

体
験
発
表　

�

介
護
予
防
教
室
「
は
れ
ば
れ
」
参
加
者
、
認
知
症
の
家
族
介

護
者
に
よ
る
体
験
発
表

ミ
ニ
講
演　

講
師
：
浦
上
克
哉
さ
ん
（
鳥
取
大
学
医
学
科
教
授
）

　

テ
ー
マ
：「
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
音
楽
で
認
知
症
の
こ
れ
か
ら
を
語
ろ
う
」　

　
　
　
　
　
　

～
認
知
症
に
な
っ
て
も
こ
の
町
に
住
み
続
け
る
た
め
に
～

　

語　

り
：
大
谷
る
み
子
さ
ん
（
大
牟
田
市
認
知
症
ケ
ア
研
究
会
代
表
）

　

演　

奏
：
ザ
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
（
大
阪
で
活
動
中
）

　

内　

容
：�

小
学
生
も
参
加
し
た
徘
徊
模
擬
訓
練
の
活
動
な
ど
、
本
町
に

お
け
る
認
知
症
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
音
楽
と

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
振
り
返
り
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
ま
す

あ
っ
た
か
コ
ン
サ
ー
ト

11 ことうら 2012.2



　
　
　

白
鳳
の
郷
に
観
光
案
内
看
板
が
で
き
ま
し
た

リ
琴
浦
）、
日
本
酒
（
大
谷
酒
造
、江
原

酒
造
）、か
に
汁（
赤
碕
町
漁
協
）な
ど
が

参
加
者
に
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
事
業
者
が
特
産
品
を
販

売
す
る
「
ジ
ゲ
の
味
販
売
コ
ー
ナ
ー
」

も
設
け
ら
れ
、
会
の
終
わ
り
に
は
「
ふ

る
さ
と
」
を
合
唱
す
る
な
ど
、
ふ
る

さ
と
へ
の
思
い
が
深
ま
る
会
と
な
り

ま
し
た
。

　　

大
阪
府
守
口
市
の
土
居
商
店
街
に

出
店
し
て
い
た
「
琴
浦
町
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
」
は
３
カ
月
の
調
査
期
間

（
平
成
23
年
９
月
12
日
～
12
月
11
日
）

を
終
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
土
居
商
店
街
振
興
組
合
の

ご
協
力
に
よ
り
、
同
商
店
街
内
に
琴
浦

町
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
継
続
し
て
琴
浦

町
産
品
を
販
売
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

問
合
せ
先

　
　

琴
浦
町
関
西
事
務
所　

　
　

　
06
ー

６
１
３
１
ー

６
５
０
５

　

今
回
で
３
回
目
と
な
る
琴
浦
町
西
日

本
地
区
交
流
会
を
昨
年
11
月
23
日
に

大
阪
新
阪
急
ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

西
日
本
地
区
在
住
の
琴
浦
町
出
身
者

や
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
、
お
よ
そ
60

人
が
参
加
し
、
ふ
る
さ
と
の
懐
か
し
い

昔
話
や
、
近
況
の
話
で
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
町
産
品
の
ス
テ
ー
キ

（
東
伯
和
牛
）、
お
に
ぎ
り
（
地
元
産
の

お
米
）、
ト
マ
ト
チ
キ
ン
カ
レ
ー
（
ア
グ

り

よ

だ

所

務

事

西

関

町

琴

浦

ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
を
確
認

琴
浦
町
西
日
本
地
区
交
流
会

土
居
商
店
街
で

琴
浦
産
品
を
継
続
販
売

　

白
鳳
の
郷
地
域
活
性
化
協
議
会
（
米
村
勝
利
会
長
）
で

は
、琴
浦
町
輝
け
地
域
支
援
事
業
に
よ
り
、白
鳳
館（
斉
尾
）

の
正
面
に
大
型
観
光
案
内
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。　

　

白
鳳
の
郷
が
あ
る
地
域
に
は
、
国
指
定
特
別
史
跡
「
斎

尾
廃
寺
跡
」
や
町
指
定
史
跡
「
槻
下
豪
族
館
跡
」、「
八
橋

往
来
」、
尼
子
・
毛
利
の
武
将
た
ち
が
戦
勝
祈
願
に
詣
で

た
と
さ
れ
る
「
方か
た

見み

神
社
」
な
ど
、
数
多
く
の
史
跡
や
文

化
財
が
残
っ
て
お
り
、
こ
の
看
板
の
設
置
に
よ
り
、
こ
の

地
を
訪
れ
る
方
に
分
か
り
や
す
く
巡
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
琴
浦
町
輝
け
地
域
支
援
事
業
と
は
、
ま
ち
お
こ

し
な
ど
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
団
体
の
活
動
を
町
が

事
業
と
し
て
認
定
し
援
助
す
る
制
度
で
す
。

　町
ちょう

では、１月
がつ

から毎
まいしゅう

週水
すいよう

曜日
び

、まな
びタウンとうはくで町

ちょうない

内在
ざいじゅう

住の外
がいこく

国出
しゅっ

身
しん

の方
かた

を対
たいしょう

象に日
に

本
ほん

語
ご

クラスを開
かいさい

催し
ています。
　クラスでは先

せんせい

生と日
に

本
ほん

語
ご

ボランティ
アの協

きょうりょく

力により「日
にちじょう

常会
かい

話
わ

コース」、
「よく使

つか

う漢
かん

字
じ

コース」、「なんでも
話
はな

してみようコース」など参
さん

加
か

者
しゃ

の意
い

見
けん

を取
と

り入
い

れた学
がくしゅう

習内
ないよう

容になっていま
す。途

とちゅう

中からの参
さん

加
か

もできますので気
き

軽
がる

にお申
もう

し込
こ

みください。

日
に

本
ほん

語
ご

ボランティア募
ぼしゅう

集
　日

に

本
ほん

語
ご

クラスではレッスンをサポー
トしてくださる日

に

本
ほん

語
ご

ボランティアの
募
ぼしゅう

集も行
おこな

っています。興
きょうみ

味のある方
かた

は
気
き

軽
がる

にお問
と

い合
あ

わせください。

申
もうしこみ

込・問
といあわ

合せ先
さき

　　
町
ちょうみん

民生
せいかつ

活課
か

　 　52－1704
　※�この記

き

事
じ

は漢
かん

字
じ

にふりがなをふっ
ています。

日本語クラス開催中日本語クラス開催中日本語クラス開催中
に ほん ご かいさいちゅう
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手
てぎわ

際よく教
おし

えてもらいながら一
いっしょ

緒に日
にほん

本料
りょうり

理作
づく

り

日
に

本
ほん

料
りょう

理
り

を学
まな

ぶ
　　　　　在

ざいじゅう

住外
がいこく

国人
じん

交
こうりゅう

流広
ひろ

場
ば

　

　町
ちょうない

内に住
す

む外
がいこく

国出
しゅっしん

身の方
かた

どうしの交
こうりゅう

流を深
ふか

めて
もらおうと12月

がつ

18日
にち

、まなびタウンとうはくで在
ざい

住
じゅう

外
がいこく

国人
じん

交
こうりゅう

流広
ひろ

場
ば

を開
ひら

きました。
　当

とうじつ

日は40人
にん

が参
さん

加
か

し、東
とうはく

伯婦
ふ

人
じんかい

会の会
かいいん

員に日
に

本
ほん

料
りょうり

理の味
あじ

付
つ

けのポイントなどを教
おそ

わりながら、け
んちんや牛

ぎゅうにく

肉の八
や

幡
わた

巻
ま

き、りんごのきんとんを作
つく

りました。
　参

さん

加
か

者
しゃ

は言
こと

葉
ば

の壁
かべ

を越
こ

えて、得
とく

意
い

のジェスチャ
ーと実

じっせん

践で楽
たの

しい時
じ

間
かん

を過
す

ごしました。「今
き ょ う

日習
なら

った料
りょうり

理を家
か

族
ぞく

にも食
た

べてもらいたい」「もっと
日
に

本
ほん

料
りょうり

理を上
じょうず

手に作
つく

りたい」など、家
か

族
ぞく

での料
りょうり

理
づくりに意

い

欲
よく

満
まんまん

々でした。
　食

しょくじ

事の後
あと

は２つのグループに分
わ

かれて、日
にちじょう

常生
せい

活
かつ

で分
わ

からないことを聞
き

いたり、自
じ

分
ぶん

たちの国
くに

の
家
か

族
ぞく

を紹
しょうかい

介したりと、交
こうりゅう

流を深
ふか

めていました。

３年ぶりの大会　元気にスタート!
　　    元旦マラソン＆ウォーキング大会

　昨年と一昨年は大雪のため中止となったこの大
会。今年は晴れ間ものぞく穏やかな天候に恵ま
れ、久々の大会で出会った参加者が、互いに新年
のあいさつを交わす姿が見られました。
　参加者はウォーキングの部・マラソンの部の順
に元気よくスタートしていきました。
　赤碕会場は、初詣を兼ねて３カ所の神社をめぐ
るコースとなっています。このうち神崎神社では
参加者が今年の干支「辰」の見事な彫刻を感心し
た様子で眺め、今年の飛躍を誓いました。
　また東伯会場では、マラソンコースを元気良く
走ったり、おしゃべりに花を咲かせながら歩いた
りと、思い思いに新しい年をスタートしました。

気持ちも新たに初稽古
　　　　　　　　　武道館鏡開き

　総合体育館で１月８日、武道館鏡開きを行い、
小学生から大人までおよそ110人が参加しました。
　永田武館長が年頭のあいさつをしたのに続い
て、剣道、柔道、空手の各代表者が今年一年の目
標を発表しました。
　その後、参加者は種目ごとに初稽古を行い、気
合の入った元気いっぱいの声が館内に響きわたり
ました。
　稽古が終わると、琴浦空手スポーツ少年団育成
会によるもちつきが行われ、子どもたちは慣れな
い手つきで杵

きね

を振り下ろしていました。剣道スポーツ少年団員の初げいこの様子

東伯会場の総合公園をスタートする参加者
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㈶
全
国
剣
道
連
盟
に
よ
る
少
年

剣
道
教
育
奨
励
賞
を
赤
碕
剣
道
少

年
団
（
小
谷
僚
一
代
表
）
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
12
月
26
日
に
琴
浦

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
伝
達
式

が
行
わ
れ
、
琴
浦
町
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
本
部
の
永
田
武
本
部
長
か
ら

同
剣
道
少
年
団
の
田
中
正
人
育
成

会
代
表
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
賞
は
大
会
な
ど
の
成
績
と
は

関
係
な
く
、
草
の
根
的
に
活
動
を

続
け
て
剣
道
の
振
興
を
底
か
ら
支

え
て
い
る
団
体
に
対
し
て
贈
ら
れ

る
も
の
で
す
。
今
回
は
特
に
初
段

登
録
者
の
人
数
を
評
価
さ
れ
、
鳥

取
県
内
で
唯
一
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

表彰状の伝達式の様子。右が田中さん

プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ

優　

勝　

六
三
会

準
優
勝　

Ｍ
Ｆ
Ｃ　
　

エ
ン
ジ
ョ
イ
リ
ー
グ

優　

勝　

旭
東
Ｆ
Ｃ

準
優
勝　

東
伯
Ｓ
Ｓ
Ｓ
育
成
会　

中
高
生
ク
ラ
ス

優　

勝　

Ｖ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ａ
・
Ｆ
Ｃ

準
優
勝　

Ｍ
ａ
ｄ
ｒ
ｉ
ｄ
ｉ
ｓ
ｔ

　
ミ
ッ
ク
ス
ク
ラ
ス

優　

勝　

Ｖ
ｅ
ｌ
ｌ　

Ｆ
ｉ
ｒ
ｅ

準
優
勝　

ア
ラ
ン
チ
ャ

　

１
月
３
日
、
平
成
24
年
琴
浦
町

成
人
式
を
カ
ウ
ベ
ル
ホ
ー
ル
で
行

い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
１
９
５
人
の
新
成
人

の
う
ち
１
５
２
人
が
出
席
し
、
会

場
は
華
や
か
な
振
袖
や
ス
ー
ツ
に

身
を
包
ん
だ
新
成
人
が
友
達
と
の

久
々
の
再
会
を
喜
ぶ
声
と
活
気
に

満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
藤
堂
隆
之
助
さ
ん

（
東
三
軒
屋
）
が
町
民
憲
章
を
朗

読
し
、
川
﨑
幸
太
さ
ん
（
三
保
）

が
新
成
人
を
代
表
し
て
記
念
品
を

受
け
取
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
長
や
来
賓
の
み
な
さ

ん
か
ら
は
、
温
か
い
お
祝
い
の
言

葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
小
松
剛
志
さ
ん

（
駅
前
通
り
）
が
「
家
族
を
は
じ

め
、地
域
の
皆
様
方
に
支
え
ら
れ
、

今
日
こ
う
し
て
成
人
式
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
今
ま
で
以
上
に
自

分
の
行
動
に
責
任
と
誇
り
を
持
っ

て
生
活
し
て
い
こ
う
と
、
決
意
を

新
た
に
し
て
い
ま
す
」
と
こ
れ
ま

で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
の
感

謝
の
意
を
込
め
て
、
力
強
く
二
十

歳
の
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
学
校
卒
業
当
時
の
担

任
の
先
生
か
ら
お
祝
い
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
、
懐
か
し
い

先
生
の
言
葉
に
ひ
と
き
わ
大
き
な

拍
手
と
歓
声
で
応
え
て
い
ま
し
た
。

　

続
く
第
二
部
の
青
年
の
集
い
で

は
、
琴
浦
町
青
年
団
の
協
力
で
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
に
配
ら
れ
た
ビ
ン
ゴ
カ
ー

ド
を
手
に
し
た
新
成
人
は
、
数
字

が
読
み
上
げ
ら
れ
る
ご
と
に
歓
声

を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

…………………………………………………………………

琴
浦
町
成
人
式

新
春
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
結
果

　

１
月
９
日　

総
合
体
育
館

剣
道
を
通
じ
た
人
づ
く
り
に
評
価

赤
碕
剣
道
少
年
団
が
全
国
表
彰
を
受
賞

　

成
人
式
の
開
催
日
時
に
つ

い
て
、
今
後
の
運
営
に
活
か

そ
う
と
、
新
成
人
を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
集
計
結
果
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。

新
成
人
該
当
者
数
：
１
９
５

人　

回
答
者
数
：
１
６
５
人

（
回
答
率　

84
・
６
％
）　

①�

成
人
式
の
開
催
日
に
つ
い
て

１
．
現
在
の
ま
ま
で
よ
い　

　
　
（
１
月
３
日
開
催
）	

　
　

１
３
６
人
（
82
・
４
％
）

２
．
別
の
日
が
よ
い	

　
　

11
人
（
６
・
７
％
）

未
記
入　

18
人
（
10
・
９
％
）

②�

開
会
時
刻
（
午
前
10
時
か

ら
）
に
つ
い
て

１
．
参
加
し
や
す
い		



　
　

１
２
８
人
（
77
・
６
％
）

２
．
参
加
し
に
く
い		



　
　

16
人
（
９
・
７
％
）

未
記
入　

21
人
（
12
・
７
％
）

成
人
式
に
つ
い
て
の

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
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このコーナーでは毎月、公民館の活動などを掲載します。

ス
イ
さ
ん
の
台
湾
料
理
教
室

下郷地区お
正
月
用
門
松
作
り
教
室

安田地区

　

お
正
月
用
門
松
作
り
教
室
を
12
月
20
日
に

安
田
地
区
公
民
館
で
開
き
、
森
長
喜
八
郎
さ

ん
（
尾
張
）
を
講
師
に
迎
え
、
ミ
ニ
門
松
を

作
り
ま
し
た
。

　

門
松
は
、
竹
や
松
を
使
っ
た
正
月
飾
り
の

ひ
と
つ
で
、
古
く
は
木
の
こ
ず
え
に
神
が
宿

る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
年
神
様

を
家
に
迎
え
入
れ
る
た
め
の
依
り
代
と
い
う

意
味
合
い
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

参
加
者
は
持
参
し
た
梅
や
南
天
、
ゆ
ず
り

葉
な
ど
を
竹
に
飾
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
う

し
て
自
然
の
も
の
で
つ
く
る
作
品
は
、
そ
れ

ぞ
れ
に
個
性
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
参
加

者
は
で
き
あ
が
っ
た
ミ
ニ
門
松
を
前
に
、「
こ

れ
で
い
い
お
正
月
が
迎
え
ら
れ
る
」
な
ど
、

笑
顔
で
話
し
合
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
ス
イ
さ
ん
の
台
湾
料
理
教
室
」
を
１
月
13

日
に
下
郷
地
区
公
民
館
で
開
き
ま
し
た
。
講

師
に
森
藤
在
住
で
台
湾
出
身
の
山
下
素
玉
さ

ん
を
迎
え
、
本
場
台
湾
料
理
の
焼
餃
子
や
八

宝
菜
、
デ
ザ
ー
ト
の
豆
乳
プ
リ
ン
な
ど
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

鶏
が
ら
ス
ー
プ
を
前
日
か
ら
煮
込
み
、
材

料
の
春
雨
と
き
く
ら
げ
は
本
場
で
あ
る
台
湾

産
を
使
い
ま
し
た
。
餃
子
の
皮
も
手
作
り
に

し
、
参
加
者
は
ス
イ
さ
ん
に
コ
ツ
を
教
わ
り

な
が
ら
、
生
地
を
め
ん
棒
で
の
ば
し
た
り
、

具
を
の
せ
て
包
ん
だ
り
と
、
本
格
的
な
餃
子

作
り
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
実
践
し
な
が
ら
台
湾
料
理
の
基

本
を
学
び
、
お
い
し
い
料
理
で
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

赤碕地区公民館祭・卓球大会
と　き　2月5日（日）9:00～
ところ　赤碕小学校

成美地区公民館祭・卓球大会
と　き　2月12日（日）9:00～
ところ　成美地区公民館、成美小学校

安田地区公民館のつどい
と　き　2月12日（日）9:00～
ところ　安田地区公民館、安田小学校

八橋地区卓球大会
と　き　2月5日（日）8:30～
ところ　総合体育館

浦安地区卓球大会
と　き　2月5日（日）9:00～
ところ　東伯中学校

下郷地区卓球大会
と　き　2月5日（日）9:00～
ところ　東伯小学校

以西地区公民館のつどい・卓球大会
と　き　2月5日（日）8:45～
ところ　以西地区公民館、以西小学校

上郷地区卓球大会
と　き　2月12日（日）9:00～
ところ　東伯小学校

古布庄地区卓球大会
と　き　2月5日（日）8:30～
ところ　古布庄小学校

各地区公民館まつりと卓球大会のお知らせ
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こ
こ
数
年
、
暑
い
夏
が
続
い
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
暑
さ

対
策
を
行
い
ま
す
か
。「
ま
だ
春
も

来
て
な
い
の
に
、
も
う
夏
の
話
を
す

る
の
」
と
疑
問
を
持
つ
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。
実
は
、
韓
国
の

暑
さ
対
策
は
２
月
か
ら
始
ま
る
の

で
す
。

　
「
ネ　

ト
ウ
ィ　

サ
ガ
ラ
」
を
耳

に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
こ
の

言
葉
は
、
旧
暦
の
１
月
15
日(

今
年

は
２
月
６
日)

で
あ
る
韓
国
の
小
正

月(

テ
ボ
ル
ム)

に
よ
く
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
15
日
の
朝
、
相
手
に

こ
う
言
っ
て
暑
さ
を
売
っ
た
人
は
、

そ
の
年
は
夏
バ
テ
し
な
い
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
で
、
テ

ボ
ル
ム
の
朝
、
母
は
私
を
起
こ
す
と

き
に
「
ネ　

ト
ウ
ィ　

サ
ガ
ラ
」
と

言
い
ま
し
た
。

　

15
日
に
は
健
康
の
た
め
に
も
色
々

な
こ
と
を
し
ま
す
。
ク
ル
ミ
の
よ
う

な
皮
が
硬
い
干
菓(

プ
ロ
ム)

を
自

分
の
歯
で
皮
を
む
い
て
食
べ
る
と
皮

膚
病
に
な
ら
な
い
と
言
い
、
耳
明
酒

(

キ
バ
ル
ギ
酒)
と
い
う
酒
を
飲
む

と
耳
が
よ
く
な
る
と
言
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
そ
の
年
の
豊
年
を
祈
る

意
味
も
あ
る
こ
の
日
は
、
伝
統
行
事

や
イ
ベ
ン
ト
が
も
り
だ
く
さ
ん
行
わ

れ
ま
す
。
昔
よ
り
小
さ
く
は
な
り
ま

し
た
が
、
テ
ボ
ル
ム
は
韓
国
の
大
事

な
名
節
で
す
。

　
「
皆
さ
ん
、
ネ　

ト
ウ
ィ　

サ
ガ

ラ
！
」

槻つ
き
の　

下し
た　

豪ご
う　

族ぞ
く　

館や
か
た　

跡あ
と

町国際交流員 沈
シム

 
へ

敬
ギョン

のエッセイ

「
ネ
ト
ウ
ィ
サ
ガ
ラ(

私
の
暑
さ
を
買
っ
て)

」

　

こ
の
館
跡
は
、
槻
下
集
落
の
東
の
な

だ
ら
か
な
台
地
に
位
置
し
、
槻
下
神
社

の
北
東
に
あ
る
竹
藪
の
中
に
あ
り
ま

す
。堀
と
土ど
る
い塁
で
囲
ま
れ
た
館
跡
で
す
。

東
の
※
郭く
る
わは
、
長
さ
お
よ
そ
48
メ
ー
ト

ル
、
幅
お
よ
そ
15
メ
ー
ト
ル
を
測
り
、

そ
の
周
り
を
幅
４
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
お

よ
そ
２
メ
ー
ト
ル
の
堀
が
め
ぐ
っ
て
い

ま
す
。西
の
郭
は
、長
さ
お
よ
そ
35
メ
ー

ト
ル
、
幅
お
よ
そ
35
メ
ー
ト
ル
で
高
さ

お
よ
そ
２
メ
ー
ト
ル
の
土
塁
が
め
ぐ
っ

て
お
り
、北
側
中
央
よ
り
西
に
虎こ
ぐ
ち口（
入

口
）
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
南
に
は
堀

が
あ
り
ま
す
。
東
・
西
の
郭
の
北
に
も

お
よ
そ
１
メ
ー
ト
ル
前
後
の
土
塁
が
み

ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
館
跡
は
、
中
世
の
豪
族
の
館
と

考
え
ら
れ
て
お
り
、
地
元
の
人
は
、
こ

の
館
跡
を
「
大
掘
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
周
辺
に
は
、「
垣
の
内
」「
門
田
」

「
陣
馬
野
」
な
ど
と
呼
ぶ
地
名
が
残
っ

て
お
り
、
有
力
な
豪
族
の
屋
敷
を
中
心

と
し
た
集
落
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。

　

伯
耆
民
談
記
の
古
城
の
部
に
「
岩い
わ
の野

弾だ
ん
じ
ょ
う正
坊ぼ
う

居
す
」
と
あ
り
、
ま
た
、
槻
下
神

社
由
来
記
に
も
岩
野
弾
正
坊
の
居
城
で

あ
っ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
詳
細

は
不
明
で
す
。

　

平
地
の
残
る
城
郭
と
し
て
は
よ
く
残
っ

て
お
り
、
昭
和
49
年
に
町
の
史
跡
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

※�

城
壁
や
堀
、
土
塁
な
ど
で
仕
切
ら
れ
た
城

や
館
内
の
区
画
の
こ
と

韓国の伝統行事の１つタルジップテウギの様子。その年の豊作
を願って、稲束などで作ったタルジップ(月の家)を燃やす
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｢

10
秒
の
愛｣

を
実
践
し
て
き
た
感
想
を
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
な
ど
で
ま
と
め
て
い
ま
す
。
今
回
は

そ
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

保
護
者
の
感
想

・�

以
前
は
「
こ
ん
な
事
が
あ
っ
た
！
」
と
怒
り
な

が
ら
話
す
子
で
し
た
が
、
今
は
嫌
な
こ
と
で
も

穏
や
か
に
相
談
し
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
聞
く
側
も
落
ち
着
い
て
聞
い
て
や
る
と
、

い
い
時
間
に
な
り
ま
す
。

・�

仕
事
か
ら
帰
る
と
、
ま
ず
子
ど
も
を
抱
き
し
め

ま
す
。
保
育
園
の
時
か
ら
続
け
て
い
て
、
子
ど

も
は
少
し
ず
つ
言
葉
使
い
が
柔
ら
か
く
な
っ
て

き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

子
ど
も
の
感
想

・�

僕
は｢

10
秒
の
愛｣

で
お
母
さ
ん
に
話
を
聞

い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
仕
事
中
で
も
手
を
止
め

て
話
を
聞
い
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
と
き
は
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

教
職
員
の
感
想

・�

子
ど
も
た
ち
の
心
の
安
定
が
、
落
ち
つ
い
た
楽

し
い
学
校
生
活
に
つ
な
が
り
、ま
た
、家
庭
の
学

校
へ
の
関
心
が
高
く
、
協
力
を
得
な
が
ら
様
々

な
教
育
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

・�

わ
が
ま
ま
を
我
慢
で
き
た
り
、
譲
り
合
え
た
り

で
き
る
場
面
を
よ
く
見
か
け
る
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
…

＊
子
育
て
の
合
言
葉
「
10
秒
の
愛
」
⑪

　皆さんはこれを２月に読んでいるでしょうし、そ
の頃は私も琴浦町にいることでしょう。しかし今、
私はフェニックス空港で座っています。私はアメリ
カで私の家族と２週間過ごし、カリフォルニア州、
ニューメキシコ州、アリゾナ州、テキサス州を旅行
しました。ぜひこれを、私から皆さんへの外国から
の手紙だと思ってください。
　来日２年で初めての帰省。やりたいことはたくさ
んです。例えば、カップケーキを食べたり、朝食に
パンケーキ、カリカリに焼いたベーコン、ハッシュ
ブラウンズを食べにレストランに行くことです。ア
メリカ料理は健康的でなくてもおいしいのです。
　私は家族ととても幸せな時間を過ごしました。家
族全員がそろうのは３年ぶりで、ともに過ごせたこ
の休みは素晴らしいものでした。水着を着るアメリ
カの温泉に入り、砂漠をドライブしてカウボーイ
やサボテンを見ました。私たちはダンスクラブで
2012年を迎え、そこでは年明けの瞬間に新年の喜
びで人々がキスをしあいました。 
　もう琴浦町に帰る時間です。家族に別れを告げる
のは辛いですが、日本も恋しいです。友達や学校の
みんなに会いたいですし、刺身やおいしいご飯も食
べたいです。2012年の鳥取も楽しいでしょう。さ
あ、飛行機が来ました。またお会いしましょう。

From　Ellen Knuth 
　　　　文／エレン・カヌース
　　　　訳／田中　優理（東伯中学校英語教諭）

SPECIAL REPORT FROM AMERICA
　You’re reading this in February, and I’ll be in 
Kotoura. But now, I’m sitting in Phoenix Airport.  
I’ve spent two weeks in America with my family. 
We’ve seen California, New Mexico, Arizona, and 
Texas. So this is my international letter to you.
　This is my first trip back in 2 years, so there 
were many things I wanted to do. I wanted to eat 
cupcakes. We also went to a breakfast restaurant 
for pancakes, crispy bacon, and hash-browns. 
American food isn’t healthy, but it’s delicious. 
　I had a great time with my family. We haven’t met 
for 3 years, so the holidays were wonderful. We 
went to an American onsen where everyone wore 
swimsuits. We drove in the desert, saw cowboys 
and cactuses. We welcomed 2012 at a dance club 
where people kissed as the clock struck midnight.
　Now it’s time to go back to Kotoura. Saying 
goodbye is hard. But I have missed about Japan, 
too. I want to see my friends, and everyone at 
school. I want to eat fish and rice. 2012-Tottori 
will be fun. My plane is being called. I must go, 
see you!    

　アメリカからの特別レポート
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発
達
障
が
い
と
は

⑤

シ
リ
ー
ズ　
　

精
神
障
が
い
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に

覚
が
な
か
っ
た
り
と
い
う
人
も
い

ま
す
。

　

そ
う
い
う
場
合
に
は
、
ま
ず
、
周

囲
か
ら
気
づ
い
て
い
く
こ
と
も
重

要
で
す
。

　

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
の
子
ど

も
が
、
な
か
な
か
大
人
の
言
っ
て
い

る
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
な
い
と
い

う
場
合
に
は
、

①�

話
の
内
容
が
自
分
に
と
っ
て
嫌

な
話
題
、
で
き
な
い
内
容
な
の
で

聞
き
た
く
な
い
場
合
（
強
い
拒
否
）

②�

他
の
こ
と
に
集
中
し
て
い
て
、
大

人
の
言
っ
て
い
る
こ
と
が
耳
に

入
ら
な
い
場
合

③�

大
人
の
言
っ
て
い
る
内
容
は
理

解
し
て
い
る
が
、
や
り
た
く
な

い
、
あ
る
い
は
、
や
れ
な
い
場
合

（
無
視
）

④�

大
人
の
言
っ
て
い
る
言
葉
の
内

容
が
、
具
体
的
で
な
い
の
で
、
理

解
で
き
て
い
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

④
の
場
合
に
は
、
き
ち
っ
と
具
体
的

な
指
示
が
あ
れ
ば
で
き
る
の
に
指

示
の
内
容
が
分
か
ら
な
い
た
め
に

実
行
で
き
ず
、
そ
の
こ
と
で
、「
や

る
気
が
な
い
」「
怠
け
て
い
る
」
な

ど
の
誤
解
を
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
は
、
は
た
目
か
ら
見
て

い
る
と
、「
キ
ョ
ト
ン
と
し
て
い
る
」

「
目
が
泳
い
で
い
る
」「
視
線
が
合
わ

な
い
」「
と
り
あ
え
ず
ハ
イ
ハ
イ
と

意
味
も
な
く
返
答
し
て
い
る
」
な
ど

の
様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
改
め
て
、

こ
ち
ら
側
の
言
っ
た
言
葉
を
見
直

し
て
、
分
か
り
づ
ら
い
表
現
や
抽
象

的
な
表
現
を
、
よ
り
具
体
的
な
言
葉

に
言
い
直
し
て
み
ま
す
。
例
え
ば
、

授
業
中
に
、「
昨
日
の
つ
づ
き
を
し

ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
も
、
理
解
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。『
昨
日

の
つ
づ
き
』
と
い
う
物
体
が
あ
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
、「
昨
日
の
つ
づ

き
の
算
数
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
付
け

加
え
た
り
す
る
と
、
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。　

ア
ス
ペ

ル
ガ
ー
症
候
群
の
人
と
話
を
す
る

と
き
は
、
具
体
的
に
、
丁
寧
な
言
葉

で
話
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

（
文
：
鳥
取
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー         

�                  

所
長　
　

原
田　

豊
さ
ん
）

　

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
の
子
ど

も
の
生
活
の
し
づ
ら
さ
の
中
に
、

「
抽
象
概
念
」
の
理
解
の
難
し
さ
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、「
あ
れ
、
こ

れ
、そ
れ
」
と
い
っ
た
代
名
詞
や
「
き

れ
い
、
か
わ
い
い
」
と
い
っ
た
形
容

詞
、「
適
当
に
」「
ほ
ど
ほ
ど
に
」
な

ど
の
具
体
的
で
な
い
言
葉
の
理
解

が
難
し
い
よ
う
で
す
。

　

料
理
を
す
る
と
き
、「
大
根
を
適

当
に
切
っ
て
」
と
頼
む
と
、「
何
セ

ン
チ
の
幅
で
切
っ
た
ら
よ
い
の
か
、

具
体
的
に
言
っ
て
く
れ
な
い
と
分

か
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
抽
象
概
念
は
、
比
較
的
理

解
で
き
る
と
い
う
子
も
い
ま
す
が
、

大
人
に
な
っ
て
も
な
か
な
か
難
し

い
と
い
う
人
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ

ま
す
。

　

自
分
で
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
自
覚

し
て
い
て
、
理
解
で
き
な
い
場
合
に

は
、「
具
体
的
に
言
っ
て
い
た
だ
け

ま
す
か
？
」
な
ど
と
聞
き
返
す
こ
と

が
で
き
る
人
も
い
ま
す
。
し
か
し
、

子
ど
も
の
場
合
は
、
な
か
な
か
自

分
か
ら
聞
き
返
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
り
、
そ
う
い
っ
た
症
状
の
自

　ごみを不法に投棄すると、「廃棄物の処理及
び清掃に関する法律第25条」により、５年以下
の懲役もしくは１千万円以下の罰金またはその
両方（併科）が課せられ、重く処罰されます。

　私有地や私道上に投棄されたごみは、原則と
して、その所有者または管理者が処理すること
になっています。不法投棄をされないよう、所
有地などの管理をしましょう。

　　　問合せ先　町民生活課　 　52－1703

　ごみの不法投棄は、道路脇などへのポイ捨てや、人目につきに
くい山林などに多く見られ、悪質化してきています。
　ごみの不法投棄は、法律で固く禁じられています。
　不法投棄を防止するには、行政や警察だけでは目が行き届き
ません。町民の皆さんの目で監視することが発生抑制や再発防
止につながります。

ごみの不法投棄は止めましょう!

ごみを不法投棄すると 私有地や私道上に投棄された場合

町内に不法投棄されたごみの一例
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　鳥取県の主催する住宅耐震化学習会の第２回目
を開きます。第１回目で行った町内モデル住宅の
耐震診断の結果をもとに、耐震補強の計画案と概
算金額の発表をします。どなたでも参加できます
ので、会場までお越しください。
と　　き　２月13日（月）19：00～ 21：00
と こ ろ　八橋地区公民館
問合せ先　鳥取県生活環境部くらしの安心局
　　　　　住宅政策課　 　0857－26－7391
　　　　　役場建設課　 　55－7805

　古本と保存期限切れの雑誌を無料でお譲りし
ます。
と　　き　２月18日（土）～ 19日（日）
　　　　　９：30～ 17：00
と こ ろ　役場分庁舎入口ホール
問合せ先　図書館赤碕分館　 　55－7547

　職場や仲間とチームを作って参加しませんか。
と　　き　３月４日（日）開会式８：30～
と こ ろ　農業者トレーニングセンター
参加資格　�小学生以上の町民及び町内企業に勤務

されている方
種　　目　【団体戦】一般の部、交流の部
　　　　　※�１チーム７人編成（性別・年齢問わ

ず）
　　　　　�【個人戦】小学生の部（2年生以下の部、

３、４、５、６年生の部）、50歳以上
の部　　※男女別

備　　考　�団体戦に出場した小学生及び50歳以
上の方は個人戦には参加できません

申込期限　２月23日（木）17：00
■代表者会議・抽選会
　�　団体戦に出場を予定されているチームの代表
者は必ず出席してください。

　と　　き　２月24日（金）19：00
　と こ ろ　総合体育館
問合せ先　総合体育館　 　52－2047

　平成23年に本町の体育やスポーツ振興に功績
のあった人や団体を対象に表彰を行います。
と　　き　２月26日（日）10：00～
と こ ろ　まなびタウンとうはく　多目的ホール
問合せ先　総合体育館　 　52－2047
　　　　　農業者トレーニングセンター
　　　　　　　　　　　 　55－2707

 
　誰でも気軽にできるニュースポーツを通じて、
体力づくりと親睦を深めることを目的に開催しま
す。地域や職場、仲間とチームを作って参加し、
楽しいひとときを過ごしませんか。
と　　き　２月19日（日）開会式8：30～
と こ ろ　総合体育館
種　　目　スポンジテニス、バウンスボール
参 加 費　１チーム５００円
申込期限　２月10日（金）
申込・問合せ先　総合体育館　 　52－2047
　　　　　　　　農業者トレーニングセンター　
　　　　　　　　　　　　　　 　55－2707

　次世代に繋げる「魅力あるまちづくり」を形成
していくには、地域で身近な課題に主体的に取り
組むことが不可欠です。地域に誇りを持ち、琴浦
ならではの魅力ある新しいまちづくりを考え、実
現への道を探ることを目的にフォーラムを開催し
ます。
と　　き　2月19日（日）13：30～ 16：00
と こ ろ　まなびタウンとうはく　多目的ホール
内　　容　●講演：「�地域の活性化」
　　　　　　-自分に出来ることを実行しよう-
　　　　　　講師：�岡田信吾さん（元日本生命保

険相互会社副社長）
　　　　　●コミュニティビジネス調査結果報告
　　　　　　発表者：�谷本圭志さん（鳥取大学工

学部教授）
　　　　　●鼎

ていだん

談「明日のまちづくりを考える」
　　　　　　�林喜久治さん（鳥取大学理事・副学

長）、佐伯健二さん（新日本海新聞
社中部本社代表）、山下一郎（琴浦
町長）

問合せ先　企画情報課　 　52－1709

催しもの

第2回鳥取県住宅耐震化地域学習会

琴浦町体育協会表彰式

町民体力づくりスポレク祭

町卓球大会
琴浦町地域活性化フォーラム

図書館赤碕分館古本市
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官未経験者（自衛官であった期間が
１年未満の方を含む）の方

【技能公募】�平成24年７月１日現在、18歳以上の
日本国籍を有する自衛官未経験者（自
衛官であった期間が１年未満の方を含
む）で、国家免許資格などを有する方

受付期限　４月４日（水）（締切日必着）
試 験 日　�４月13日（金）～ 16日（月）のうち

指定する1日
応募・問合せ先　自衛隊倉吉地域事務所
　　　　　　　　 　26－2900

　町では公用封筒に掲載する広告を募集してい
ます。
封筒のサイズ　角２　
広告の形状　横18㎝×縦6㎝
（封筒の裏面に印刷）
印刷枚数　　50,000枚
広告掲載料　50,000円
募集口数　　４口
応募期限　　２月29日（水）
問合せ先　　総務課　
　　　　　　 　52－2111

　
　「働く前に知っておきたい！　『労働法の基礎知
識』～入社してからのトラブルを避けるために～」
をテーマに下記の日程で労働セミナーを開催しま
す。参加無料でどなたでもご参加いただけます。
　※雇用保険の失業給付を受給中の方は、求職活
動実績のポイントとなります。
と こ ろ　
　【鳥取会場】�鳥取県労働会館　２階会議室　（鳥

取市天神町30－５）
　　　と　　き　３月８日（木）　
　　　　　　　　10：00～ 11：30
　【倉吉会場】�倉吉未来中心　セミナールーム７

（倉吉市駄経寺町212－5）
　　　と　　き　３月９日（金）　
　　　　　　　　10：00～ 11：30
内　　容　�トラブル事例の紹介と働くときの注意

点、労働条件通知書と求人内容、社会
保険などの加入要件など

申 込 み　資料準備のため、事前申込が必要です
申込・問合せ先　�鳥取県中小企業労働相談所「みなくる」
　　　　 　0120－451－783、0857－25－3000
　　　　 　0857－25－3001

と　　き　２月11日（土）14：00 ～ 17：00
と こ ろ　新日本海新聞社中部本社ホール
　　　　　（倉吉市上井町1-156） 
内　　容　　
　第１部　地域づくり事例紹介 
　第２部　パネルディスカッション 
　　　　　�パネリスト：平井伸治鳥取県知事、伊藤

美都夫鳥取県議会議長、石田耕太郎倉吉
市長兼鳥取中部ふるさと広域連合長、

　　　　　�コーディネーター：佐伯健二新日本海
新聞社中部本社代表

　第３部　激論！Q&Aセッション
問合せ先　鳥取中部ふるさと広域連合中部発信課
　　　　　 　36－5233

応募資格　�日本国籍を有し、つぎのいずれかに該
当する方

　・�平成25年４月１日現在、22歳以上26歳
未満

　・�大学院において修士の学位を受けた者（平
成24年３月取得見込みを含む）

　・�20歳以上22歳未満で大学を卒業した者（平
成24年３月卒業見込みを含む）または外国
における学校を卒業した場合で大学卒業に
相当すると認められる者

受付期間　２月１日（水）～４月27日（金）
試 験 日　１次試験　�������５月12日（土）筆記試験

５月13日（日）パイロッ
ト要員希望者のみ適性検査

問合せ先　総務課　 　52－2111　
　　　　　自衛隊倉吉地域事務所　
　　　　　　　　　 　26－2900

　平成24年度の予備自衛官補をつぎのとおり募
集します。試験区分は一般公募と技能公募があり
ます。
応募資格　
【一般公募】�平成24年７月１日現在、18歳以上

34歳未満の、日本国籍を有する自衛

未来づくりフォーラム「鳥取中部の未来、100年の計」

募　集

自衛隊幹部候補生

琴浦町公用封筒に掲載する広告

広告 1 

広告 2 

広告 3 

広告 4 

封筒裏面

予備自衛官補

労働セミナー参加者
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体育館及びグラウンド、聖郷運動広場、
東伯・赤碕武道館、平岩記念会館

手続方法　�総合体育館または農業者トレーニング
センターに施設利用について確認のう
え、所定の申請書を提出してください。

　　　　　（小 ･中学校施設は学校許可が必要）
申請・問合せ先　総合体育館　 　52－2047
　　　　　　　　農業者トレーニングセンター
　　　　　　　　　　　　　　 　55－2707

　全血献血を下記の日程で受け付けます。
本人確認のため、献血カードまたは運転免許証、
保険証をお持ちください。

問合せ先　健康福祉課　 　52－1705

　
　経済センサス活動調査は、「経済の国勢調査」
であり、全産業分野の経済活動を同一時点で網羅
的に把握することを目的に、全国すべての事業所
を対象に実施するものです。
　今回の調査は、経済活動への東日本大震災の影
響を産業別、地域別に把握できる唯一の統計調査
です。調査結果は、今後の復興の状況を確認する
ための貴重な資料となります。
　１月末までに配布した調査票を、２月から調査
員が回収に伺いますので、調査へのご理解、ご協
力をお願いします。
●調査票は届いていますか？
　１月末までに、調査員が各事業所に調査票を配
布しています。もし届いていない場合は、商工観
光課（役場分庁舎）にご連絡ください。
問合せ先　商工観光課　 　55－7801

　｢認定農業者制度｣ は、町内の中核的担い手農
家として、経営の拡大やコストダウンなどの経営
改善に取り組む農業者の計画を町が認定し、実現
に向けて関係機関が連携して支援する制度です。
認定されると、融資や農地借り入れなどについて
有利な支援が受けられます。
　現在、町内の認定農業者は、175人。認定農業
者でつくる協議会では、全国担い手サミットなど
を企画・実施しています。あなたも、認定農業者
になりませんか。
申請期限　２月17日（金）
相談・問合せ先　農林水産課　 　55－7802
　　　　　　　　東伯農業改良普及所　
　　　　　　　　　　　　　　 　52－2125

　　　
　琴浦町地域耕作放棄地対策協議会は、荒廃農地
の再生を支援します。本来土地は所有者が管理す
るものですが、管理できなくて荒廃農地になって
いる状況が見受けられます。土地所有者に代わり、
担い手農業者が５年以上の耕作を行い、農地の維
持をする場合に10アール当たり最大10万円（予
定）を支援します。
　希望の方は、地区担当農業委員に相談の上、「荒
廃農地再生希望申込書」を提出してください。
申込用紙　総務課（本庁舎）と農林水産課（分庁舎）
にあるほか、町ホームページから印刷できます。
申請期限　２月29日（水）
相談・問合せ先　�対策協議会事務局（農林水産課

内）　 　55－7802

　平成24年度に各種大会や行事などで、町内の
体育施設を使用される場合の受付を、下記のとお
り行います。
受付開始日　２月１日（水）
使用期間　　�平成24年４月１日～平成25年３月

31日
対象施設　�東伯総合公園各施設（総合体育館含

む）、赤碕総合運動公園各施設、農業
者トレーニングセンター、東伯・赤碕
勤労者体育センター、各小・中学校の

案　内

認定農業者の申請受付中（2月17日まで）

荒廃農地の再生を支援します

町内体育施設の一般利用受付

献血にご協力ください

経済センサス活動調査にご協力ください

日　　　　　　時 会　　　場

2月17日(金)

9：30～10：30 JA鳥取中央琴
浦営農センター

12：00～13：30 大 山乳業農業
協 同 組 合

14：00～15：30 百 寿 苑

16：00～16：30
JA中央サービス
赤碕自動車農機
セ ン タ ー

17：00～17：30 井 木 組
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●行政相談
内　　容　役所の仕事や手続き、サービスなど

【社会福祉センター】
　と　　き　２月15日（水）9：00～ 11：30

【老人福祉センター】
　と　　き　２月23日（木）13：30～ 16：00
問合せ先　総務課　 　52－2111
●夜間納税相談
内　　容　納税に関すること
と　　き　２月29日（水）17：30～ 19：30
と こ ろ　役場本庁舎税務課
問合せ先　税務課　 　52－1712
●人権相談
内　　容　人権問題全般
と　　き　２月24日（金）9：00～ 11：30
と こ ろ　浦安地区公民館
問合せ先　町民生活課　 　52－1704
●農家相談
内　　容　農地・農業問題全般
と　　き　２月６日（月）、20日（月）
　　　　　９：00～正午
と こ ろ　役場分庁舎３階農業委員会事務局
問合せ先　農業委員会事務局　 　55－7809
●行政書士相談（当日受付、先着順）
内　　容　�相続、遺言、悪徳商法被害などの相談

に行政書士が無料で応じます。
と　　き　２月17日（金）16：00～ 20：00
と こ ろ　琴浦町図書館本館　相談室
問合せ先　琴浦町図書館　 　52－1115
　　　　　鳥取県行政書士会　
　　　　　　　　　　　　 　0857－24－2744
●女性法律相談（電話予約制）
内　　容　法律全般（女性のみ）
と　　き　２月15日（水）10：00～正午
と こ ろ　中部総合事務所福祉保健局相談室
予　　約　電話で問合せ先まで
　　　　　（先着順、定員になり次第終了）
問合せ先　鳥取県中部総合事務所福祉保健局
　　　　　障がい者支援課心と女性の相談室
　　　　　 　23－3152
●心の健康相談（電話予約制）
内　　容　心の健康問題全般
と　　き　２月10日（金）15：00～ 16：30
予　　約　電話で問合せ先まで
　　　　　（先着順、定員になり次第終了）

２月の無料相談
　平成23年分所得税などの確定申告会場は
つぎのとおりです
会　　場　鳥取県立倉吉体育文化会館　
　　　　　２階　中研修室（倉吉市山根529－2）
開設期間　２月16日（木）～３月15日（木）
　　　　　（土・日曜日は除きます）
相談時間　9：00～ 17：00
　　　　　（受付は9：00～ 16：00）
　※�期間中は、倉吉税務署での申告相談は行って
おりません。

　※�鳥取県立倉吉体育文化会館での納税は受け付
けておりません。

問合せ先　倉吉税務署　 　26－2721

倉吉税務署からのお知らせ

2/19（日）
※琴浦町地域活性化フォーラム
（まなびタウンとうはく 13：30～）

2/25（土）
第8回認知症を支えるまちづくり
フォーラム
（カウベルホール　13：30～）

2/26（日）  10秒の愛講演会（カウベルホール　13：30～）

町内ホール施設の催しもの（2／1～3／5）

問合せ先　カウベルホール　 　52－1516
　　※琴浦町地域活性化フォーラムの問合せ先は
　　　企画情報課　 　52－1709

ありがとうございます
ふるさと未来夢寄附金へのお礼
（平成23年12月1日～ 28日受付分）

西村　文宏　様（大阪府）
安達　澄子　様（大阪府）
手島　秋夫　様（東京都）
倉長勇太郎　様（兵庫県）
森　　　満　様（兵庫県）
森　　淳子　様（兵庫県）
岩本　光博　様（大阪府）
岩本　礼子　様（大阪府）
井上　　浩　様（福岡県）
井上　貴子　様（福岡県）

■平成23年度の寄附の状況
（平成23年12月28日現在）

　　　　寄附金の額　　3,726,000円
　　　　ご寄附いただいた方　 36人
問合せ先　総務課　  52－2111
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問合せ先　鳥取県中部総合事務所福祉保健局
　　　　　障がい者支援課心と女性の相談室
　　　　　 　23－3152
●多重債務・ヤミ金融等相談会（電話予約制）
内　　容　�クレジット、消費者金融、ヤミ金融、

各種ローンの相談
と　　き　２月27日（月）13：30～ 16：00
と こ ろ　倉吉未来中心会議室
予　　約　電話で問合せ先まで
　　　　　（先着順、定員になり次第終了）
問合せ先　鳥取県中部消費生活相談室
　　　　　 　22－3000
●教育相談会
内　　容　教育に関すること全般
と　　き　２月27日（月）14：00～ 17：00
と こ ろ　中部総合事務所
問合せ先　鳥取県教育センター教育相談課　
　　　　　 　0857－28－2322

社会福祉協議会の無料相談

予約・問合せ先　琴浦町社会福祉協議会
　　　　　　　　 　52－3600
●心配ごと相談
内　　容　日常生活での困りごとなど

【社会福祉センター】
　と　　き　毎週水曜日（祝日除く）
　　　　　　９：00～ 11：30

【老人福祉センター】　　　　
　と　　き　毎週木曜日（祝日除く）
　　　　　　13：30～ 16：00
●社会保険労務士による年金相談（予約優先）
内　　容　年金問題全般
と　　き　２月28日（火）9：00～ 11：30
と こ ろ　社会福祉センター
予　　約　電話で問合せ先まで
●弁護士による法律相談（電話予約制）
内　　容　法律全般
と　　き　２月22日（水）13：30～ 15：30
と こ ろ　社会福祉センター
予　　約　電話で問合せ先まで
　　　　　（先着順、定員になり次第終了）
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１人分の栄養価

エネルギー　 99kcal
たんぱく質　　 5.9g
脂質　　　　　 5.6g
カルシウム　 146ｍg
食塩相当量　　 0.8g

①�木綿豆腐は熱湯でゆで、水気を切っておく。
②�ほうれん草はゆでて冷水にさらし、水気
を良く絞って２センチの長さに切る。
③�ボウルに豆腐を入れ粗くつぶし、ひじき
の煮物、ほうれん草、すりごまを加えて混
ぜ合わせる。しょうゆで味をととのえる。

ひじきの白和え
★おすすめのポイント
　ひじきの煮物を使った白和え
です。忙しい朝には、前日の残
り物を活用すると簡単に手早く１
品作ることができます。ひじきに
は食物繊維、カルシウム、鉄分
などの栄養素がたくさん含まれ
ています。

作り方材料（4人分）

有限会社 山本おたふく堂

　創業明治元年（1868）の「ふろしきまんじゅう」
でございます。黒砂糖と和三盆糖の原糖を使った昔
ながらの味を今も変わらず守り続けています。
　手作りの頃、まんじゅうの出来上がりの形が、ち
ょうど風呂敷の四隅を折ったような形になることか
ら菓子名を「ふろしきまんじゅう」と命名しました。
地元では屋号から「おたふくまんじゅう」と呼ばれ
親しまれています。
　地元のお客様を大切にしながら、県内外に一人で
も多くの「ふろしきまんじゅう」ファンを増やすよ
うＰＲに努力したいと思います。そのことが同時に、
鳥取県琴浦町を全国によく知っていただけけること
と自負しています。
　昨年「琴浦グルメストリート」企画で誕生した「ふ
ろしきチョコちゃん」は、「第2回ニッポン全国おやつ

ランキング」で47都道府県中、第７位に輝きました。
　将来の展望は、鳥取県名物の名に恥じず「温故知
新」を芯に、伝統を守っていきたいと思います。さ
らに「ふろしきまんじゅう」をベースに、新しい商
品の開発や地域ブランド開発などに取り組み、時代
の流れとともに、新（真）鳥取県名物を誕生させて
いきたいと思います。

経営理念 

「お客さまにより喜んでいただける、
　まんじゅうと笑顔のおもてなしを提供する」

（八橋348）

№8

【ホームページアドレス】http://otafukudo.com

・ひじきの煮物
・木綿豆腐
・ほうれん草
・すりごま
・薄口しょうゆ

120ｇ
1／2丁
100ｇ
大さじ1
適量

｢ふろしきまんじゅう｣ ｢ふろしきチョコちゃん｣

朝ごはんを食べよう
!!

　家族そろって朝ご
はんを食べる

ことで、食事をおいし
く感じ、元気な

１日をスタートするこ
とができます。


